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地域資本主義について
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地域資本主義

経済的な豊かさだけを追い求めるのではなく、

地域ならではの豊かさを実現する。

【自然や文化】

地域 環境 資本

地域には、3つの「地域資本」があると考えています。

地域 社会 資本
【人と人のつながり】 【財政や生産性】

地域 経済 資本



デジタルを活用した
コミュニティ形成
【カマコン】
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鎌倉から始まった、アイデアで地域のチャレンジャーを応援する地域活動「カマコン」。

クラウドファウンディングで資金集めをしたり、Facebookでのコミュニケーション、

オンライン/オフラインのハイブリッド開催などデジタルを駆使しながらコミュニティを形成しています。

気軽にまちづくりをジブンゴト化できるプラットフォームとして注目を集め、各地にその輪が広がっています。

アイデアを出すうちに、ジブンゴト化して、まちづくりに関わることができるのが特徴です。

鎌倉で発足した「カマコン」

https://kamacon.com/
https://www.chihousousei-hiroba.jp/kamacon/index.html


コミュニティ通貨でつくる共創社会
【まちのコイン】



まちのコイン　お金で買えないしあわせがあふれるまちへ
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あげようもらおう

 たのしもう





まちにいいことして・・・

まちのコイン利用事例



まちのコイン利用事例

どんどん仲良くなっちゃう！
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参加するほどレベルがあがる チャレンジやスタンプの機能 ラッキーコインでボーナスも

ゲームのように楽しめます

ゲーミフィケーションの要素
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ひとつひとつの行動とSDGsの関係を可視化します

体験にはSDGsマーク SDGsを自分ゴト化 地域のSDGsの可視化

まち固有の課題解決につながります
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ユーザー部門・スポット部門・SDGs貢献スポット部門を鎌倉市が選出し、表彰しました。

クルッポアワード2021下半期

地域ならではの人のつながり・取組を行政が支援



利用者の声
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昨年9月に鎌倉に移住したばかりで、周りに知り合いもいま
せんでしたが、まちのコインを利用したことで、多くの素敵
な鎌倉人と出会い、体験を通して会話が生まれました。

鎌倉に引っ越してくる前に住んでいたまちでは、常連になり
たいと思うお店があっても、10回くらいお店に通ってやっ
と「何してる方なんですか？」と話しかけられる感じでした
が、まちのコインだと2回めでそこまでいける感触がありま
す。

移住者にとってのまちのコイン
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子どもと一緒にあちこちにチェックインなどでコインを集
め、イベントで使ったりしています。

普段から、子どもの学校と自宅の間にあるスポットに
積極的にコインを使いに行くようにしています。

子どもの顔を覚えている大人が増えて
自分が見ていない時の子どもの様子を教えてくれたりして
安心して暮らせるようになりました。

主婦にとってのまちのコイン



難民さんの社会参加の機会提供

鎌倉のアルペ難民センターでは、難民のみなさんが自分の特技を生かした体験を提供し、まちのコインを通して人の役に立つこ
とで、社会参加の機会となっています



まちのコインを活用した共創社会
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まちのコインの役割

すでに存在する地域の未来像に近づくための
さまざまな事業やプロジェクト
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まちのコインの役割 

それらを横断的につなげ、新たな事業を創造したり
持続的な成長をサポートする

まちのコインは、この横につなげる役割



コミュニティ通貨で解決したい課題
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コミュニティ通貨で解決したい課題１：循環型社会の推進（ごみの削減の推進やCOI-NEXT連携など）

さまざまな活動へのお礼としてコミュニティ通貨をお渡しすることができます

ビーチクリーン活動 プラごみ削減の活動

もったいないをレスキュー

COI-NEXTの活動と連動
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コミュニティ通貨で解決したい課題2：少子高齢化社会における互助活動のサポート

地域の互助活動にコミュニティ通貨を活用します。 

特に、リタイアした後の知識や経験の豊富な高齢者の方たちや、子どもたちが関わり合い、助け合う活動を後押しする役割を担います。 

活躍している人を表彰したり、ランキングを出すことで楽しみながらお手伝いごとを表出していきます。 

コミュニティ通貨を利用することでお互いの心理的・経済的な参加ハードルを下げ、近隣住民同士の関係構築を推進します。 

運営団体 
助けたい人  助けてほしい人 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マッチング 

特技 お手伝いごと

コミュニティ通貨
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コミュニティ通貨で解決したい課題2：少子高齢化社会における互助活動のサポート

互助活動やお手伝い =「仕事」と「ボランティア」の間
「お手伝い」を通じて、人とまちがつながり

地域のお手伝いごとを表出。

様々な立場の人の参加と関わりを促すことが可能
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コミュニティ通貨で解決したい課題３：市内外の住民に対応した混雑緩和の施策

渋滞緩和を促すためにコインを活用できます

公共交通機関の渋滞緩和：  

・混まない時間帯に江ノ電に乗ってくれたらコインがもらえる。  
・ホームの端っこまできてくれたらコインがもらえる。  
 

道路の渋滞緩和：  
・公共交通機関を利用してくれたらコインがもらえる。  
・市外の人がパークアンドライドを利用してくれたらコインがもらえる。  

 
観光地の混雑緩和：  
・すいている時間帯に市外の人が来たらコインがもらえる  
・平日地元の人が来たらコインがもらえる  
 
市内外それぞれの人に向けた体験やスタンプラリー、おすすめコース等の設定
が可能です。  

※将来的にマイナンバーカードと連携をすることを検討しており、  
　実現すると市内の人・市外の人を正確に区別できるようになります。  



コミュニティ通貨と
ウェルビーイング



コミュニティ通貨とウェルビーイング



コミュニティ通貨で
今後検討していること
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コミュニティ通貨で今後検討していること

コミュニティファイナンス 

・投資の募集  
・事業収支管理/資金管理  
・地域貢献団体の募集/審査と管理  
・地域の合意形成  
・投資状況・事業の決算開示  

投資 

リターン 

地域事業A 

地域事業B 

地域事業C 
報告 

申請 

投資 

報告 

￥ 
コミュニティ通貨  

募集 

地域内外の  
仲間が 
集まる 

コミュニティ通
貨 

① 

② 

② 

1.  地域の取り組みを活性化するコミュニティファイナンス
　　地域の事業をコミュニティで支え、応援し、リターンを得る仕組み

2. 防災・減災に向けた3D都市モデルを活用した取り組み
　　3D空間の鎌倉を舞台にしたゲームを開発し、ゲーム上で防災訓練を定期的に実施

ゲーム上で災害が
発生

コミュニティ通貨も使いながら遊べるゲームの中で、普段意識しづらい防災意識を向上させます。

ゲーム上の所有建
物に損害

災害に対する対策
をおこなう

災害対策がリアル
での対策とリンク

防災意識の向上

予告された災害に対して防災 ゲーム上での災害対策が現実での防災対策と連動しているため、

防災意識が日常的に向上していきます。

2
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津波発生イメージ



面白法人カヤックは、神奈川県SDGsパートナー企業に登録されています。

【取扱上の注意】
この資料は機密性の高い情報を含みます。内容に関わる第三者への情報開示には機密保持に関する手続きが必要となります。また、記載した内容は現在構想中のものも含んでおり今後変更される可能性があります。 30


